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今金町民憲章

。民主主重量に徹して生活を合理化して近代的な町にいたしま しょう。
O 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。。技能をみがき産嘆の開発に努め盟かな町にいたしましょう。
。教聾をたかめ楽L(生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42'手10月 1自



新
年
を
迎
え
て

町
民
的
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
輝
く
平
成

8
年
の
新
容

を
迎
、
ぇ
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
平
素
か
ら
町
政
の
振
興
発
展

に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
心
よ
り
傑
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
を
振
り
返

っ
て
見
ま
す
と
、

国
際
社
会
に
お
い
て
は
依
然
と
し

て
地
域
紛
争
の
多
発
や
、
中
国

・

フ
ラ
ン
ス

に
よ
る
核
実
験
の
再
開

等
、
持
問
題
が
発
生
す
る
中
、
日

本
町
果
た
す
役
制
や
貿
易
摩
擦
等

に
伴
い
、
的
確
な
福
祉
行
政
が
望

ま
れ
る
な
か
、
今
金
町
総
合
福
祉

施
設
建
設
工
事
が

2
ヵ
年
継
続
的

初
年
度
と
し
て
泊
工
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
平
成

9
年

4
月
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
開
設

準
備
を
取
り
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
的
主
な
事
業
と
し
て
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上

を
開
削
す
る
た
め
、
町
道
の
改
良
舗

装
を
は
じ
め
公
蛍
住
宅
の
建
設
、

公
国
務
側
、
活
力
あ
る
産
業
を
構

築
す
る
た
め
農
道
及
び
林
道
的
関

今
年
は
子
年

な
十
入
、

本
品〈
ptプ

l
、
也
き
ス
州
司

今

金

町

長

村

光

夫

本機
々
な
謀
姐
を
抱

え
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
圏
内
に
お
い
て

は
戦
後
日
年
、
日

本
は
廃
出
輔
の
中
か

ら
立
ち
上
が
り
、

世
界
に
も
例
を
見

な
い
経
済
発
展
を

遂
げ
、
急
速
な
生

活
水
準
の
向
上
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
円
高
、
バ
ブ
ル
経

済
崩
壊
に
伴
う
景
気
低
迷
が
長
刻

化
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
た
め
、
失

業
、
就
職
難
、
雇
用
調
整
が
行
わ

れ
る
と
と
も
に
低
金
利
時
代
を
迎

え
、
社
会
不
安
が
増
大
し
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
情
勢
下
に
あ
り
ま

す。
今
金
町
内
昨
年
を
顧
み
ま
す
と

4
月
お
目

、
地
方
統
一
選
挙
が

行
わ
れ
、
私
も
町
民
各
位
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り

3
則
自
の
町

政
を
槌
う
こ
と
が
出
来
、
感
謝
に

堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

• • 
設
、
政
業
基
盤
繋
術
、
観
光
施
設

整
備
、
医
療
の
確
保
、
健
康
づ
く

り
、
教
育
振
興
並
び
に
人

づ
く
り

対
策
は
、
お
お
む
ね
順
制
に
推
進

が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
ひ
と
え
に
町
議
会

は
じ
め
、
各
関
係
機
関
、
町
民
皆

機
の
町
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
の
賜
も
の
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
総

合
祈
祉
施
設
の
建
設
卒
業
を
始
的
‘

継
続
事
業
の
促
進
と
新
総
合
計
画

に
基
づ
く
諸
般
の
振
興
政
策
の
積

今年は子年。昔は夜になると、ネズミが天井袈を

走り回り、チュウチュウと問〈声カ叶耳lこえたりし

たものです。最近は純粋な日本家屋が減ってきて

いるためか、家屋内精進が変わってきたからか、者11

会では天井哀を走り回ったり l鳴いたりしているネ

ズミは丑Pなくなってきたのでーはないで忌しょうか。

基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
り
ま
す

本
町
の
農
作
物
の
生
育
状
況
は
、

春
耕
期
以
来
収
秘
期
に
至
る
ま
で

天
候
の
変
化
が
著
し
く
、
そ
の
影

響
を
受
け
て
、
各
成
作
物
の
収
秘

円
一
一
且
は
平
年
を
下
回
っ
た
こ
と
は
械

に
遺
憾
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
米
の
出
荷
に
お
き
ま

し
て
は
、
内
比
業
者
の
皆
側
聞
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
ま
し
て
全
量
一

等
米
の
良
質
良
食
味
米
の
出
荷
が

達
成
出
来
る
見
通
し
が
つ
き
、
こ

の
こ
と
は
、
新
食
秘
法
施
行
と
い

う
霊
嬰
な
時
期
に
お
い
て
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

寒
口
升
地
区
に
建
設
中
で
あ
り
ま

し
た
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
は
ロ

月
日
日
に

「
あ
っ
た
か
ら
ん
ど
」

と
し
て
オ
プ
ン
し
、
連
日
皆
機

方
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の
健
康
増

進
、
恕
い
の
場
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
る
も
の
と
喜
び
に
堪
、
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
人
口
の
急
速
な

日
愉
化
と
と
も
に
般
家
族
の
進
行
、

家
庭
地
域
に
お
け
る
意
識
変
化

極
的
な
推
進
を
図
り
、
町
民
各
位

の
負
託
に
応
え
て
ま
い
る
べ
く
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

又
、
本
町
は
明
治
初
年
の
開
法

以
来
、
先
人
の
た
ゆ
み
な
い

辛
般

努
力
と
創
な
に
よ
り
、
活
実
に
発

展
を
重
ね
、
今
日
の
姿
を
築
き
、

平
成

9
年
が
関
誌

1
0
0
年
、
町

政
施
行
印
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
今
金
町
発
展
と

歴
史
、
先
人
的
功
紡
を
あ
ら
た
め

て
讃
え
る
と
と
も
に
幻
世
紀
を
展

望
す
る
重
要
な
芯
味
を
持

っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
全
町
民
の
創
芯

と
工
夫
、
参
加
を
お
願
い
し
な

が
ら
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
バ
且
か
で
住
み
良
い
町

づ
く
り
と
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
。
に
巡
逃
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
り

一
層
内
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
一
言
述
べ
、
皆

機
内
ご
他
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
‘
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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本

年

も

ど

う

ぞ

よ

ろ

し
く

お
願

い
申
し
上
げ

ま

す
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長
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会
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委
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委
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野
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ヌ
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吉
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雄
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安
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〈
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委
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会
}

代
表
叫
品
川
査
委
只
大
和
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正
雄

委

貝

狭

間

勝

昭

〈
槍
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広
域
行
政
組
合

今
金
消
防
団
〉

河

村

昭

夫

本
因

一
分

団

長

第

二

分

団

長

第

三

分

団

長

義

雄

〈
槽
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広
域
一
行
政
組
合
今
金
消
防
署
}

省

長

小

池

勝
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主

幹

耕
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開
発
謀
長

同

補

佐

同

主

幹

〈
国
保
病
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〉
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保

病
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長

内

科

医

長

外

科

医

長

事

務

長

婦

長

給

食

科

長

理
学
診
療
科
長

臨
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査
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長

〈
議

会
}
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長
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長
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員
(
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順
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久内
問I
優正
一夫正守

市 柏
原因

鈴

木

三

章

楯

秀

貞

八
十
島
孝
博

稲

木

弘

幸

久
保
田
幸
子

鉢

呂

裕

子

村
井

民
男

柏
田

幸
子

三
郎
勝
昭
祐
治功

内
ケ
島
賢
祐
雄
三
一
信
秀
夫

広波狭中
沢部間野

上
~Il' 

場中
浅山

尾
形

ゅ;平林山
元野本
磯

忠正 fι 消俊次 信
克則男勝恭自11笠ー

水中高
野口
沢
口

下
山

昌吏
英治

長員長長

団 長官久
中崎木保

田

隆夫 三点
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(単位千円%)
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〔

平成 7 年度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

議 ム首 費 93.929 41，892 44.6 

総 務 費 1. 070， 067 528，657 49，4 

民 生 費 1. 542， 761 385， 140 25.0 

l~j 生 z貨 742，023 170，423 23，0 

労 働 費 2，508 643 25.6 

農林水産業費 746， 712 98，944 ]3，3 

商 工 費 90，123 46，770 51. 9 

土 木 費 891. 289 280，932 31.5 

消 防 費 220，651 88，377 40，1 

教 育 費 665，413 288，692 43，4 

災害復旧費 。 。。。
公 債 費 829，029 283，608 34.2 

予 備 'l!I 5，000 。。。
繰越明許費支出 520，515 94，786 18，2 

言十 7，420，020 2，308，864 31.1 

(単位千円%)

率

36，4 

24，2 

39，3 

47，0 

46，9 

40，3 

48，1 

出

うな予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一層の発展についてご協力を

どσ〉よ

支

257，138 

65，556 

354，748 

563，795 

538，989 

24，806 

1.241.237 

支出済額

財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、

74億2，002万円

況

お願いするため、毎年2回 (6月、 12月)公表しているものです。

平成7年4月1日から平成7年9月30日まて

706，660 

270，546 

902，546 

1. 199，405 

1. 149， 839 

49，566 

3，079， 157 

予算現額

く〉歳出内訳

4犬

36，5 

24，3 

。。

率

39，4 

32，7 

34，8 

34.1 

政

入収

一般会計予算総額

65，725 

391. 827 

391，827 

。

257，581 

355，481 

1，070，614 

収入済額

(単位千円%)

貫主

平成 7 年度
区 J 八J 

収入率予算現額 収入済額

町 Z止 576，219 379，619 65，9 

地方譲与税 132，000 37，631 28.5 

利子割交付金 12，000 4，895 40，8 

自動車取得税交付金 53，000 21，9町9 41. 3 

地方交付税 3，023，751 2，283，282 75.5 

交通安全特別交付金 1. 000 。。。
分担金及び負担金 161. 330 26，751 16，6 

使用料、手数料 85，203 39，621 46.5 

国庫支出金 627，402 85，500 13，6 

道 支 出 金 298，728 60，442 20.2 

I.t 産 収 入 84，834 48，814 57.5 

寄 阿T 金 2，001 2，000 99，9 

繰 入 金 380，358 68，368 18，0 

繰 越 金 18，447 18，447 100.0 

諸 ~R 入 529，332 352，803 66， 7 

町 {責 913，900 。。。
繰越明許費収入 520，515 49，822 9，6 

計 7，420，020 3，479，904 46.9 

特別会計歳入・歳出予算の執行状況

α〉

706，660 

270，546 

902，546 

1. 197，905 

1. 149， 839 

48，066 

3，077，657 

予算現額

旧日

分

計

言十

計

百十

富十

収益的収入及び支出

.資本的収入及び支出

合

区

A 
五

会

A 
耳

A 
五

く〉歳入内訳

業

道

健
一
院

事

水

保

病

{果

人

保

易

言十会

国

簡
一
老

国

l噂

.. 

• 

• 

地
域
住
民
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と

健
康
地
進
、

Mm
い
の
坊
と
し
て
の

活
用
が
期
待
さ
れ
る
交
流
促
進
七

ノ

タ

「

あ

っ
た
か
ら
ん
ど
」
が

ロ
月
日
日
に
オ
プ
ン
し
、
辿
日

多
く
の
町
民
ら
で
賑
わ

っ
て
い
ま

信11filつ

3，200円

1，400円

700円

健康増進、憩いの場として

幅広くご利用ください.グ

今金町交流促進センター『あったからんど」

320円回数券大人
140円 (ll回) 中人

70円 小人
TEL2-3711 

平日

営業時間j 午前10時~午後日時まで

日曜・祝祭日

営業時間 午前官時一午後9時まで

ご利用料金

1回券大人

中人

小人

す

こ
の
施
設
は
火
、
昇
地
区
で
湧
出

し
た
温
泉
を
活
用
し
た
施
設
で
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ト
造
、

一
部
鉄
骨

造
で
延
床
而
和
8
4
7
・
9
8
6

耐
、
総
事
業
資
約

5
偲
8
千

6
百

万
円
で
山
村
振
興
需
民
林
漁
業
特

別
対
策
事
業
補
助
を
受
け
て
建
築

さ
れ
た
も
の
で
す
。

12月15日オープン

下

ラウンジ

廊置廊下

泉質 ナトリウム一塩化物強I孟泉

③ 浴用 (j車応症)

・神経痛、筋肉端、五十日、運動麻郵、関節摘、

くじき、フちみ、限性消化器病、 痔疾、冷え症、

関節のこわばり、疲労回復、病後回復期、悦性

皮膚病、悦性婦人病、きりきず、やけど、虚弱

児童、健康司i進

。 飲用 (適応痕)

・怯性消化器病、慢性便秘

〕5
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今
金
町
市
街
に
給
水
が
開
始
さ

れ
て
か
ら

ω年
が
経
過
さ
れ
る
中
、

件
費

維
持
管
理
費
等
の
明
加
に

現
行
料
金
で
の

安
価
で

「お

い
し
い
水

・
安
全
主

よ
っ
て
悪
化
し
、

卒
業
経
営
が
困
郊
と
な
り
ま
し
た
。

改水
修し

紺
持
管
理
に
努
め
て
き
ま

改
定
後
の
料
金
は
別
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
が
、

一
般
家
庭
に

の
提
供
を
目
指
し
て
施
設
の

し
た
が
、

平
成
8
年
度
以
降
の
事人

と
な
り
、

お
け
る
平
均
改
定
率
は
日

・
日U
%

メ

タ

使

用

料

は

業
経
営
は
、
事
業
似
の
伯
泣
、

1ヶ月当り出首位込み

;基 本 宇十 金 超過料金

水量 7m'まで
メ タ使用料(1個当たり)

水量 料 金
口径料金

13% 290円

20司令 410円

25司令 470円

30明 600円
1，日00円 1 m' 220円

40明 710円

50%  3，100同

75%  4，000円

100明 4，700円

一般用料金及び肥培用水一般用料金

(飲用 ・営業用)

口
径
別
に
改
定
を
行
い
現
行
口
径

m
m
ま
で
を
貸
付
と
し
て
い
ま
し

事
一
ず

、

J

人
'
刀

大
口
需
要
に
伴
い
口
径
川

胴
ま
で
と
改
定
し
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、

事
業
運
営
内
合

活l
fじ

健
全
で
能
率
的
な
経
営
及

び
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、

水
道
事
業
に
対
す
る
こ

理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

法 本 料 金 超過料金

メ タ世:用料(1個当たり)
水 h円玉 料金水量 7'げまで

金口 径 半十

1 3~旬 290同 8m'- 50m' 180円

20%  410円 51m'-100m' 90円

2511}も 470円 101m'- 40円

30明 600円
1，日00円

40%  710円

50弛 3，100問

75司令 4，000円

100% 4，700円

lヶ月当 'J出世組込み

営農用及び肥培用料金

(家商用、防除用、その他民業用)
，，.. • 

域
内
意
見
に
早
急
に
対
応
で
き
る

体
制
っ
く
り
と
新
年
度
予
算
に
反

映
で
き
る
体
制
づ
く
り
と
、
将
来

的
に
は
町
内
自
治
会
の
中
期

・

長
期
計
画
的
策
定
の
方
向
で
取
り

組
み
、
そ
れ
が
今
金
町
総
合
計
画

活
発
な
意
見
交
換

平
成
7
年
度
第

1
回
目
的
「
町

内
会

・
自
治
会
町
づ
く
り
推
進
制

的
覧
会
議
」
が
日
月
幻
目
、
町
民
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
関
か
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
町
と
町
内
会
・
自
治

会
の
共
催
で
行
っ
た
も
の
で
、
地

相談者とじっ〈り話L込む建設課職員

こ
の
日
は
各
謀

の
課
長
・
係
長
が

出
席
し
事
前
に
町

内
会
自
治
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
要

望
事
項
に
つ
い
て

回
答
を
し
て
い
ま

し
た
。本
音
の
部
分
で

の
や
り
取
り
な
ど

が
あ
り
、
相
談
者

と
じ
っ
く
り
話
し

込
む
姿
が
目
に
つ

き
ま
し
た
。

国勢調査の結果
(今金町の概数)を公表します

2，468世帯

7，214人
3，460人

3，754人
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道選管より表彰される
山北幸好氏圃. • 

世帯数

世帯員総数

男性

女性

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
山
北
幸
好
委
員
長
が
平
成

7
年
7
月
幻
日
執
行
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
管
理
執

管
か
ら
表
彰
を
受
け
、

行
と
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
よ
る
功
績
に
よ
り
道
選

日
月
初
日
札
幌
市
で
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
竜
委
員

、
が
決
ま
り
ま
し
た

お
気
軽
に
ご
相
談
を

民
生
委
員

・
児
並
委
員
は
厚
生

大
臣
に
委
蝋
さ
れ
、
社
会
奉
仕
の

精
神
で
地
域
社
会
の
中
で
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
生
活
し
て
い
る
人

た
ち
の
た
め
に
調
査
、
相
談
、
援

助
に
あ
た
る
方
々
で
す
。

ロ
月

1
日
付
け
で
、
お
名
の
委

名

山

民生委員・児童委員名簿

区

宮前、駅前、中極111

2-2736 I奥極川光台、下種川、下メ γプ日古

j也当

中里住君、上極川

担

畏刊河

花石

話

3-7422 

3-7343 

2-2624 

2-0521 

屯

1(， 

雄

子

名

強

';L 

敦

品

本

山

氏

青

中

凶

E丹

英利河

極川駅前

中花石

里

住

中

員
さ
ん
が
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

生
活
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、

地
域
的
問
題
、
小
さ
な
悩
み
こ
と

な
と
お
気
軽
に
近
く
の
委
員
さ
ん

に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

回代、上田代、南国代、豊畳、南盟受八針

八束更生、宝田初回、南原、宮内下

的
基
本
と
な
る
よ
う
な
ン
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す。

上稲穂、下稲穂、金又2-2529 

2-2144 

2-3103 

鹿

正

夫

高

亨

安

岩

崎

原

橘

谷

上稲時

多告

八東南即

下種 111

八

白石八束中央、栄2-1974 雄和島木石白

2-23日|鈴岡、トマンケン、神丘全域

金原、鈴金

2-3050 I盟国、春日井

日ift2-1918 

2叩12

良

男

直

吾

• ，"" 
重

英n 

ロ

地

木多令

水

]韮

金

鈴悶第

上豊田

多台

日

2-0238 東町、 目的出町、高英町

2-0702 I八幡町昭和町、本町

雌

干一

主幹

号停

山

惜

栗

松

町

八橋町

東

旭町、御影2-0426 失哲斉5尾町旭

ι
hーべ

J

，Jn 

b

w

J

-

一
“
，
，
d

d

、ム
7

・

-一
a

l

-

of

・5

町p

• 
12月5目、各委員に垂嘱状が伝達されました来

大和町、商工団地

甫輩町、結町

案昇曙町

2-1177 I王世児童委貝

主缶児童委員

南町

末広町

2-1203 

2-0108 

2-0316 

2-}323 

2-0427 

2-2821 

弘

子

夫

子

子

利英子

位

明

昇

開

E 

京

相原

111 

オ

桑

小田品

回

111 

石

多台

ij， 

高

市

南

タl

町

昇

末広町

大和町

町

南栄 町
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環境を守るのは私たち

『親子環境教室」開催

J
R
「

北
海
道
の
環
境
教
育
モ
デ
ル
校

に
平
成

7
・
8
年
度
の

2
ヵ
年
に

一一心精
密
一あ
る
出
一心
一
物
質
拍
要
一一
一

三
hZR一念
一一葉
営
夜
業
茸
怒
哀
会
台
湾

四
つ
築
学
校
の
学
習
発
表
会
が
豊
田
町

4
校
が
集
合
学
習
す
る
も

日
月
幻
目
、
美
利
河
小
学
校
で
行
の
で
、
こ
の
日
の
出
し
物
は
各
々

わ
れ
、
各
校
が
川
地
向
を
凝
ら
し
た

劇
や
遊
戯
を
披
露
し
、
楽
し
い
1

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

四
つ
築
学
校
は
小
規
模
校
で
は

で
き
な
い
集
団
で
の
社
会
性
を
培

お
う
と
美
利
河
・
花
石

・
中
堅
・

-;'1 • 一4
'・

の
学
校
で
披
巾
出
し
た
自
慢
の
も
の

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
内
特
色
を
活

か
し
た
出
し
物
に
踏
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。• .. 

第35回農村婦人文化祭

に大爆笑ff 

多彩な出し物

第
お
回
農
村
婦
人
文
化
祭
が
ロ

月
1
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
婦
人

部
員
ら
2
0
0
名
が
参
加
し
て
賑

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

感
動
と
ふ
れ
あ
い
の

光
の
里
学
園
祭

第
幻
回
の
光
の
里
学
図
祭
が
日

月
初
日
、
同
学
図
的
地
域
交
流
ホ

ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

遠
く
か
ら
か
け
つ
け
た
父
母
ら

の
見
守
る
中
、
鉾
踊

5
曲
、
カ
ラ

オ
ケ
、
舞
踊
劇

「花
さ
か
じ
い
さ

ん
L

、
ひ
か
り
太
鼓
を
園
生
が
舞

台
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
、
臨
ん
な

拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

親
子
が
弁
当
を
い
っ
し
ょ
に
食
べ

な
が
ら
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

大
正
琴
、
舞
踊
愛
好
会
、

7
ォ

ル
ケ
ホ
イ
ス
コ

l
レ
、
狩
場
太

鼓
、
繁
明
太
鼓
が
友
情
出
演
し
て

学
園
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
笑
い
と
感
動
、
そ
し
て

ふ
れ
あ
い
の
学
園
祭
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

わ
た
り
指
定
を
受
け
て
い
る
神
丘

小
学
校
で

P
T
A
と
の
共
催
に
よ

る

「税
子
環
境
教
室
」
が
ロ
月
1

日
、
神
丘
椛
造
改
普
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
北
海
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
動
協
会
常
務
理
事
の
藤
谷
柴
也

氏
を
招
き
、
楽
し
く
、
わ
か
り
や

す
い
お
話
し
で
し
た
。

藤
谷
さ
ん
は

H

地
球
の
資
源
に

は
限
り
が
あ
る
。
今
の
環
境
を
も

っ
と
よ
く
し
よ
う
、
せ
め
て
今
的

状
態
を
守
ろ
う
。
と
話
、
そ
れ
を

実
践
す
る
の
は
私
た
ち
自
身
で
あ

る
と
結
ん
で
い
ま
し
た
。

文
化
祭
に
は
、
忙
し
い
農
作
業

の
合
聞
に
作
ら
れ
た
ち
ぎ
り
絵
、

レ
ス
編
な
ど
、
手
の
込
ん
だ
立

派
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
特
産
品

を
活
用
し
た
治
物
な
ど
も
参
加
者

の
興
味
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
午
前
中
J

A
カ
レ

ソ

ジ

非

常

勤

講

師

武

田

恨

氏

の
「
私
の
人
生
が
私
に
教
え
て
く

れ
た
こ
と
」
と
題
す
る
講
演
会
が

あ
り
、
午
後
か
ら
の
演
芸
発
表
で

は
、
各
地
区
で
魁
向
を
凝
ら
し
た

ロ
種
の
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

会
場
は
爆
笑
内
出
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

平
成

7
年
度
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小
・
中
学
生
絵
画
・
書
道
展

表
彰
式

絵画の部 (，..J'!O'i-生)

町長賞田中

議会議長賞渡辺

教育委員長賞佐竹

教育長賞鈴木

絵画の部(中学生)

町長賞馬場

議会議長賞百成

教育委員長賞安藤

教育長賞松水

書道の部(小学生)

町長賞小川

談会議長 il今野
教育委員長1'(垣本

教育長賞 天 升

書道の部(中学生)

町長賞明日

議会議長賞津田

教育委員長賞渡辺

教育長賞内ヶ島

郁 (花石小6年)

泰進 (極111+2年)
由美子(花石+6年)
めぐみ (花右ノJ'Z年)

すばらしい踊りで繊客を魅7!! 
~舎金バレエサークルチャコツト発表会~

霊 (今金中3年)
百合子 (今金中l年)

和彦 (今金中3年)

ゆかり (今金中3年)

• • 
平
成

7
年
度
小

・
中
学
生
の
絵

図
書
道
展
は
、
町
内
各
小
・
中
学

校
か
ら
絵
画
の
部
小
学
生
問
点
、

中
学
生

ω点
、
書
道
内
部
、
小
学

生
川
点
、
中
学
生
位
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
に
基
づ
き
ロ
月
5

日
に
表
彰
式
が
役
場

3
階
会
議
室

で
行
わ
れ
、

vm
名
の
入
賞
者
に
各

々
賞
状
と
記
念
品
が
附
ら
れ
ま
し

た
。拓馬 (今金ノN年)

紗矢香 (今金小5年)
朋 美 (八束小4年)

絢子 (今金小8年)

咲 (今金中1年)

隆 (今金中3年)
子(今金中2年)

美 (今金中2年)

博

智

絵

発
足
し
て

5
周
年
内
節
目
を
迎

え
た
今
金
バ
レ
エ
サ
タ
ル
チ
ャ

コ
y
ト
の
発
表
会
が
ロ
月
日
目
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
大
勢

の
観
客
が
す
ば
ら
し
い
腕
り
に
盛

大
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

発
表
会
は
第

1
部
創
作
バ
レ
エ

〈
森
の
料
の
物
語
り
〉
、
第
2
部

チ
ャ
イ
コ

7
ス
キ
ー
の

3
大
バ
レ

エ
の

1
つ
白
鳥
の
湖

〈
森
の
湖
の

ほ
と
り
に
て
〉
を
上
演
。

一
生
懸
命
に
練
習
し
た
成
来
が

表
れ
た
す
ば
ら
し
い
舞
台
と
な
り

ま
し
た
。
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僕定ちの考えた給食おいしいねグ
~リクエスト給食実施~

人み)
rr
給

い

と

を

て

う

れ

れ

お

そ

さ

ら

、

施

も

い

笑

て

ら

が

め

も

食

肉

て

給

を

て

ト

・
心
た
え

闘

を

エ
立

ク

昧

献

リ

興

に

す

の

ら

山

へ

向

て

食

ち

し

給

た

と

す

供

食

ま

ん

な
ら、で .. ，~:.:r(句~::~. .-~r'. . ;. 勺
.:-._-;日一 一一』日

'"盟国小児童らの手τ10怠碑の除幕が行なわれま Lた

開基百年を迎える

豊田地区• -ー
Lのl
広

場

グ
荻
野
吟
子
の
半
生
d

演
劇
鑑
賞
及
び

生
誕
の
地
訪
問
研
修
事
業
を
終
え
て

去
る
叩
月
幻
自
か
ら
叩
月
初
日

ま
で
椅
玉
県
大
里
郡
安
沼
町
へ
総

ま
し
た
。

勢
初
名
に
よ
り
線
記
研
修
を
行
い

こ
の
事
業
は
、

町
お
こ

し
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
砂
ぴ
り
か
塾
'

び
か
け
た
、

が
中
心
と
な
り
広
く
町
内
外
に
呼

ふ
る
さ
と
創
生
資
金

を
用
い
た
も
の
で
す
。

ぴ
り
か
塾
で
は

H

先
人
的
偉
業

を
前
、
ぇ
、

先
人
に
学
ぼ
う
'
と
い

う
テ
!
?
で
荻
野
時
子
ぷ
を
取
り

上
げ
、
7

ン
ガ
を
製
作
し
ま
し
た
。

妻
沼
町
で
は
今
年
、

町
村
合
併
刊

周
年
を
迎
え
、

記
念
卒
業
と
し
て

出
劇
上
簡
を
す
る
こ
と
に
な
り
、

日
山
劇
鑑
泊
と
例
せ
、

地
を
訪
問
し
、

吟
子
生
誕
の

地
域
の
住
民
と
の

交
流
を
行
い
、

相
互
理
解
を
深
め

る
目
的
で
本
卒
業
を
計
画
し
ま
し

、一。
'h 
叩
山
名
を
乗
せ
た
研
修
パ
ス
は
幻

日

一
路
局
王
へ
、
初
日
は
研
修
の

大
き
な
目
的
で
あ

っ
た
出
劇

「
紅

燃
え
て
幾
山
河
」
を
鑑
υU
し
ま
し

た
。
劇
団
Q
は
役
場
職
員
を
は
じ

め
と
す
る
ア
マ
チ
斗
ア
集
団
で
す

が
、
付
目
的
練
自
に
よ
る
出
技
力

で
、
笑
わ
せ
る
場
而
あ
り
、

泣
カ、

せ
る
場
面
あ
り
と
感
動
の
3
時
間

で
し
た
。

百
年
の
あ
ゆ
み

「
モ
|
セ
ウ
シ
」

発

行

明
治
お
年
に
岩
坂
徳
太
郎
氏
が

若
干
の
土
地
を
開
挫
し
た
の
が
始

ま
り
と
い
わ
れ
る
盟
国
地
区
内
百

周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
日
月

お
日
、
盟
問
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

11月17日は神丘小児童の考えた給宜が献立となりま Lた

こ
の
ほ
か
、
同
地
区
内
百
年
の

あ
ゆ
み
を
つ
づ
っ

た
記
念
誌

「
モ

l
セ
ウ

y
」

(B
5
版
、
問
ペ
ー

ジ
)
が
発
行
さ
れ
、
参
加
者
に
手

一
蹴
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
に
さ
き
だ
ち
大
麻
比

古
神
社
前
に
完
成
し
た
記
念
仰
が

立
問
小
児
立
ら
の
手
で
除
幕
さ
れ

ま
し
た
。

記
念
式
典
に
は
地
区
住
民
ら
百

名
が
出
席
し
、
鬼
能
太
鼓

子
ど

も
山
地
能
太
鼓
が
披
採
さ
れ
、
百
年

を
振
り
返
り
な
が
ら
な
ご
や
か
に

紋
談
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
妻
沼
町
依
瀬

(吟
子

わ
が
町

生
誕
の
地
)
に
お
い
て
、

の
町
木
で
あ
る
オ
ン
コ
の
組
樹
式

を
行
い
.

妻
沼
町
長
を
は
じ
め
、

吟
子
保
存
会
の
方
々
と
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。
保
存
会
的
方
々
は

3
年
前
に
神
民
を
訪
れ
た
こ
と
も

あ
り
、

当
地
的
御
馳
走
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
話
も
蝉
み
、

な
ご
や

か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
民
泊
を
受
け
入
れ
て
く

れ
た
家
族
を
は
じ
め
、

忙
し
い
身

で
見
送
り
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

町
長
も
別
れ
を
惜
し
み
、

科
聞
の

約
束
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

吟
干
の
生
家
の
唯
一

円
残
有
す
る
建
造
物
で
あ
る
長
屋

門
、
さ
き
た
ま
古
以
併
を
見
学
し

て
崎
玉
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

妻
沼
町
の
人
怖
の
温
か
さ
、

子
きん
を
大
切
に
保
存
し
て
ゆ
く
姿

勢
な
ど
参
加
者
に
と

っ
て
得
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
研
修
で
あ
り
ま
し

、-
。

サ
ム

研
修
団
で
は
、

演
劇
的
感
動
と

安
沼
町
線
子
を
総
背
す
る
予
定
で

お
り
ま
す
。
日
叫
が
決
ま
り
次
如
、

新
聞
チ
ラ
シ
等
で
周
知
い
た
し
ま

す
の
で
‘
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※ o D C B A 0 3 2 1 る O で希

詳し 卒葉後 償大 知 専修学校専 年以高校 貨付 体身学資高校 こと山 今金 貨付 車L 望の平成
..0.. 
τフ

〈遺矧 下 額 町 対象 込方 8 金は 6 大 、 康健の及 に んは年

教宵z会ケR z SE 
学学 専修 支び居 者 で 、 4 の 町払大 住す は 下平月

門 校学高等 学業成 7 学 さ成か 貸 奨
人人人 諜程 人 ことに 者る い。 年B 修学ら

付
資学管き 月月月、月 Uiが進学 と 3 

理 10 額額額専高等額謀位 {夏困希を 子 月さ 希謀年 究難 弟 25 れ
J¥ 以 2 1 1 :W 1 、

と 望す で 日る 望 金
お内 万万 万門 万 専高等門

性認 次 ま学

尋 円 8 5 学円 行める グコ で生 者まま ねの 以千千枚第 以 警良 れら 者。 件条
にで

? 下年 内円円 内 ヘ3ζA{i依jj 以内 以 4 学 でた を
内学

校買1
あ者 {脂

4 。 遊
年 る え ま 学奨資金を

8 で 以 3 者 て
8 す 上 学と し、
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年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

格
的
日
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。

利
用
す
る
と
き
は
、
次
的
6
つ

の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
か
け
ま

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

1 

と

インフョ『メーション

と
こ
ろ

し
ょ
、っ。

-R
何
が
あ

っ
た
か
?

-R
い
つ

*
犯
人
は

*
今
ど
の

よ
、
つ
に
な

っ
て

い
る
か
?
-R
ど
こ
で
?

言己

女
あ
な
た
は
?

O
ま
た
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

き

し
ょ
、
っ
。

3
、
相
絞
民

務
所
峨
只
1
名

〈
町
民
相
剖
諜
年
金
係
}

-R
1
1
0
番
は

「
早
さ
が
命
」
で

す
。
事
件
事
故
に
あ

っ
た
と
き
は、

ま
ず
先
に

「
1
1
0
4
骨
」
し
ま
し

ト
ふ

、
勺
J

。

1
月
間
日
は

「

1
1
0
番
の
日
」
で
す

*
1
1
0
4
骨
は
、
通
報
と
同
時
に

出
動
を
指
令
し
ま
す
。
あ
わ
て
ず

に
智
察
官
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
に
1
1
0
番
を
正
し
く
、

積
駆
的
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
1
月
刊
日
を

「
1
1
0

-
R
1
1
0
番
の
「
い
た
ず
ら
電
話
し

は
み
ん
な
が
迷
惑
す
る
の
で
や
め

模診を受けて明るい健康づくり

月みんな

• 

{町民稲祉盟諸I生係 国保係)

J)I IJ l-I 象 者 実施日 時 間 対fIl地区 災絡会場 備 考 お知らせ

① 股I則節脱臼健診 生後 4 今月児 9日(火} 13: 00-14 : 0。全 地区 4今以 .. 金丙干 股関節 X線織~

@ 季師労働省倹除 季節労働者の方 10日(水) 9: 00-12: 00 ， 町民 結J、筏w.検間給定歩脊保限UII俊院笠特脊
センタ

③ 乳児柄l限 生1後 6， 9ヶ月m 11日(木) 畳9付3時0間一、 10 : 00 4砂 ， 保"健'"指宮ト導克M 健様相該

④ iほ6tJJ J品検昨
生後 1成

日目(木)
受付時間 ， 4シ

云尿医保t針時検鏑科"査指診t符炉察斑Z身師保体栄計位聾冨測指指阜2持4 保健括，~7、 8'7 J]児 13: 00-13: 15 

⑤ 乳~~健 目安 t7 i fst4、 18日(木)
受付昨日:1 。 ， 

10、12ヶ月児 13:00-13咽 15

@ 1:際 臨問 地於 彼区 全 開J 民 18日{木) 受14付時20間-~ ， 4砂 眼科診療

① ー 般相臨 金 .r 民 2292 日円 ({ 月月i 10: 00-12: 00 ， l老セ人ノ制タ祉ー 保健指導 健康相酷

@ 妊紛健 ~ 妊録 の方 23臼{火}l畳"付時00間-13: 30 ， | 今悶但盆~;jl別院I 以院検舗査診察鈎(持省指科導} 保健指ig.

@ 乳がん検 診 30歳以上の女性 2-35B9ロ30 

|鮒{平均官が人ん}検科診

詳細については四位をご覧下さい。

⑩ 30歳以上の女性 258 (木)

⑪ 3成 1日検診 生9後 3q歳 4 71HP. 25日{木}15付zq1315 生地 区 tンタ些雑草a医時ZJ附樽
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〔

社会福祉協議会だより
7. 12. 10 

i相克の且学閥‘良帯阻‘社会出世出迎合への多割町
ご寄付ありがEうございまLた。

(敬件略}

{神韻川叫〉 {大鹿町} 杉 w 保 子
悩 ，" m大 " 敏 己 多 '11 守 仰

{埼玉叫〉 d百 鯖 司k 子 山

" 
.男子

A Jト 良問

" 事 ー市 111 三 代子
{むつm) {満開町} 原 紛 " 子成

'" 
3隆 1，'11 Il.l 人 ヨ持 強: 三 J m 目配

〈礼文町} .. 111 ミドリ 三 山崎 卯 " 佐 雄 聡 子機 Jト ミ ~t 11't 内 iE 夫

{滝川市} 4話 本 程 Ii 位 " " ~ 必

" ，: I ~箆 4ド
信 夫'. 必 ~ 

{珂叫町} (北極山町} 修 "， • 処ミ占 HI 盛個 111 • -1" '" .. {畳間m) z Ih 雪量 -1): ほ アサ f
伊 6面 制 也" 本 ~ 峰山 k 記

d‘ 〈石持市} 佐山"高ポランj-fn己1師会 届 ぬ 雌 子

3民 込1 弘事"企薗葬会轟 ぬ 忠
付L慣市} 佐々木 夫傾 宮: 摘 " 、f 崎 関ま る a理 産衣 d直 ~ 

'‘ 関 '" 久 江路 野 陣 w ffP " 文1兵 附 α "丸 本 ~"民 紺 M包 fI 
泊島 111 覧 iJI (今金町} 内 藤 .. 肉 庖

" 岡 1事 三 "ナワヤ会辺市支部八 干 ， 
(函館前} 含 凶 鶴 Jj I ¥IJ 崎 商 会

久 。快 "4 一 大 H n ，.織 問 胤 子
1;¥ 厳 金 虫年 拠 " 屯時i リ!百 " 納 子

4百 " 
。行

"， 4事 リ1)1u ". t軍 子

竹 次 千忠子 生 "' 処 白石 対 関 子

小 川 テ ル神 保 ト y 子" 尊t it: 
依 4事 !fj 的傾 111 小 学 4食見 :正 閣 子

{Jュ融町} " U →嬰i "， 句幹 ，. 
続 ~ 附菅 附 え今 金 鍋 人 会

{七匝町〉 H 調眠 久 !lJ I Jr M 愛 l' 会
“ 
-1-ilt子'" " ト

ミ民生出量畳 n凶阻金
{福島町〉 宮 崎 o 己; 地 " 徳" ilt 

』民 ー ，" ロ • 縄相 工 • ~ 〈却庫町〉 HI " 
均伊 ~ ヲ ミエ

1. I胤 県: 111'" 下 正 奪今

" 拠 子

'A量町〉 働 ト ミ自 ，" 
.， 作

HI " 
肉 声 蜜 。 業約 内 !l 子

附

" 
三 週姐今金支鴎怜 木 息

〈轟宵罰町} 縄 国 信 芳尽 彫 哲 来

a S島 ル多 I悶 " 前 .. 上 .. ，. {上J田町} 今金 町 R 口組合牢

" • 掬 創立 ~ 組 加蕗 領土 盟小 " 千 代乃{江麓 町} 外 山 趨 " 竹 が， '事 11 
久保則 作 強干"谷 it r 7予ワー"宣 荷
{市沢田町} 今 盆 町岡 本 。場1
i訓t ぬ E ..今 傘" .. 会

ま
し
ょ
う
。

〈
北
楠
山
野
察
招
V

渡
島
半
島
ヒ
グ
マ

生
態

調
査
報
告
会
の
お
知
ら
せ

渡
仏

・
柏
山
支
庁
主
催
め
ヒ
グ

7

生
態
調
査
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

守し一一一“"

'"小百合保育園モチッキから

ー
、
開
催
日

1
月

幻

日

午

後

l
附
鉛
分
i

2
‘
開
催
場
所

函
館
ハ

l
パ

l
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

3
、
総
師
北
海
道
環
境
科
学
研

究

セ

ン

タ

間

野

勉

氏

4
、
内骨組懸症を予防しよう
答

-
現
荘
判
明
し
て
い
る
生
態

・
ヒ
グ
マ
生
態
制
査
に
つ
い
て

.
今
後
の
ヒ
グ
7

に
つ
い
て

(
参
加
料
無
料
)

国
の
教
育
口
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11月末現在

(前月対比)

7，346人 (-3) 

3，534人 0)

3，812人(- 3) 

2，569世帯 (-7) 

令令。g。

人口

男

立

世情数

1月の休日当番医
道南ロイヤJレ病院 (北繍山) 宮④5011
今金町国保病院(今金) 宮②0221
北柑山町国保病院 (北柏山) fi④5321
今金町国保病院(今金) 宮②0221
道南ロイヤJレ病院 (北楠山) fi④5011
楠崎医院(瀬棚) 宮⑦3021
今金町国保病院(今金) fi②0221
道南ロイヤノレ病院 (北柏山) 宮④5011

( 1日-3日は正午まで)
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編集後記
新年あけましておめでとうございます。 お正月はお酒を飲む機会

が増えますので、くれぐれも飲酒運転などなさらぬよう 一交通安全につ

とめましょう 。町内で話組になっている事柄など情報をお寄せくださ

い。今年もよろしくお願いします。

オランタ通りに大壁画、ぜひご覧くださいグ
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